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会員の活動報告
(1996年11月~1997年10月）
粟野広雅
L'.abbe de Pureの『オ女または閾房の秘密』におけるlaprecieuseについて
（『仏語・仏文学』第24号， 199舷f'.12月）
ピュール神父の『オ女または閾房の秘密』におけるオ女とフェミニスムについて
（『千里山文学論集』第57号， 1997年3月）
L'abbe de Pureの『オ女または闊房の秘密Jにおけるプレシオジテとフェミニ
スムについて（日本フランス語フランス文学会関西支部大会口頭発表，於追手門学
院大学， 1996年1月）
MoliereのLesprecieuses ridiculesとL'abbede Pureの Laprecieuse 
ou le mystere des ruellesについて（関西大学仏文学会口頭発表， 1996年12月）
伊川徹
Acces aux quais (アクセ・オ・ケ）共著（芸林書房， 1997年 1月）
モリエールのトゥール・ド・フランス（『らぴす』第4号．ァルル書店， 1997年
5月）
エスプリ， ミスプリあるいは知らんぷり（第2回芦屋市・芦屋大学公開講座，於
芦屋女子短期大学ホール， 1996年11月）
伊地智均
ラシーヌ劇における人間疎外について（関西大学仏文学会口頭発表， 1996年12月）
近江康則
Les Tresors du Musee Sankokan (12) (Bulletin Trimestriel TENRIKYO, 
1996年11月）
Les Tresors de la Bibliotheque de Tenri (13) (Bulletin Trimestriel TEN-
RIKYO, 1997年2月）
Les Tresors du Musee Sankokan (13) (Bulletin Trimestriel TENRIKYO, 
1997年5月）
Les Tresors de la Bibliotheque de Tenri (14) (Bulletin Trimestriel TEN-
RIKYO, 1997年8月）
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奥純
ビュトールの『時間割』について（関西大学『文学論集』第46巻第4号， 1997年
3月）
柏木治
Lucien Leuwenから Brulardにいたる政治的文脈 Cn) C関西大学『文学論
集』第46巻第3号， 1996年12月）
二， 三の印象…（在外研究報告）（『スタンダール研究会会報』第7号，スタン
ダール研究会， 1997年5月）
関谷一彦
サドの欲望 ー『閾房哲学』を通して一（『論孜—ョーロッパ文化研究一』
XXV, 関西学院大学， 1997年3月）
Le desir chez Sade a travers la Philosophie dans le boudoir (Kwansei 
Gakuin University Humanities Review, Vol. 1, 関西学院大学， 1997年3月）
サディスムと死（関西大学仏文学会口頭発表， 1996年12月）
サドの欲望と死一匿名作品をめぐって一ー（日本フランス語フランス文学会口
頭発表於学習院大学， 1997年6月）
サドの欲望と死とエロティスム（関西学院大学共同研究「言語と表象」口頭発表，
於関西学院大学， 1997年7月）
武本雅嗣
所有者昇格構文について（『独仏文学』第19号，山口大学独仏文学研究会， 1997
年7月）
所有者昇格の対格表現と与格表現（関西フランス語研究会口頭発表，於大阪日仏
センター ， 1997年5月）
所有者昇格構文と拡大与格構文について（日本フランス語学会口頭発表，第163回
例会，於青山学院大学， 1997年7月）
太治和子
Beauzeeの時制論について（関西大学仏文学会口頭発表， 1996年12月）
津川廣行
クローデルとジイドにおける「血縁」のテーマ（『人文研究』第48巻第 6分冊，
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大阪市立大学文学部， 1996年12月）
内藤義博
ルソーの音楽論その四 ＿ラモーとの論争一ー（大阪千代田短期大学『紀要』
第25号， 1996年12月）（本論文を『ルソーと音楽』というホームページにて公開し
ています。 http:llwww. osk. 3web. ne. jpl ~nityshr) 
ルソーの女性論（京都橘女子大学女性歴史文化研究所口頭発表， 1997年1月）
西山悦代
VENIR DE+infinitifについて（『仏語・仏文学』第24号， 1996年12月）
平田重和
アルベール・カミュの書誌（その4)(『周辺』 17号， 1996年11月）＿
M. -G. Barrier著『アルベール・カミュの「異邦人」における物語技法』嘩訳）
（『周辺』 18号， 19釘年5月）
カミュ『異邦人』のムルソー一ー異教の英雄論一（翻訳）（関西大学出版部，
1997年5月）
円尾健
近代リアリズムをめぐって一フランスを中心として一（『仏語・仏文学』第24
号,1996年12月）
山村嘉己
Verlaineと Rimbaud(その1Rimbaudの場合_と<に<地獄の季節>
をめぐって一）（関西大学『人権問題研究室紀要』第34号， 1996年12月）
Verlaineと Rimbaud(その2Verlaineの場合一とくに ≪Romances
sans paroles~ をめぐって一）（関西大学『人権問題研究室紀要』第35号, 1997 
年10月）
マラルメと女性（その2)(関西大学『人権問題研究室紀要』第32号， 199碑三12月）
（前回報告洩れ）
フランス詩の歴史（その4中世のフランス詩．ヴィヨンなど）（関大生協＂糟 F』
110号,1997年4月）
フランス詩の歴史（その5ルネサンスと16世紀）（関大生協『書評』111号,1997 
年10月）
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女性学とわたし（『女性空間』 14, 日仏女性資料センター， 1997年3月）
大学における語学教育（関西大学『一般教育等研究センター報』 23号， 1997年
3月）
後記
本学会の1997年度研究発表会，総会及び懇親会が12月13日午前10時よ
り千里山学舎で開催された。研究発表会では，午前・午後にわたって，
7名の会員が日頃の研鑽の成果を披露された。時間の制約を受けたのは
残念であったが，いずれも示唆に富む興味深い発表で，熱心な質疑応答
も行われて，実り豊かな会であった。発表者の氏名と題目は次の通りで
ある。
発表（於第 1 学舎 3 号館 AV•B 教室）
1. 山田恵実 Balzacの作品における〈Cesont des hommes; C'est 
des hommes〉について
2. 太治和子 複合過去に代わって用いられる前未来
3. 武本雅嗣 拡大与格の受影性と主題性について
午後1:30より
4. 粟野広雅 Poulain de La BarreのDel'egalite des deux sexes 
（『両性平等論』）にいて
5. 北野文英 ベルクソニスムの発展
6. 丸瀬康裕 ランポー『見者の手紙』について
7. 川神博弘 サルトルの『奇妙な戦争』について
なお，学科名の改称（フランス語フランス文学科）に伴なって，本会
も来年度から「関西大学フランス語フランス文学会」と称することになっ
た。
学会の充実発展を目指して，今後とも会員諸氏の一層のご活躍とご協
力をお願い申し上げる。
（小方）
関西大学仏文学会々則
1. 本会は関西大学仏文学会と称し，事務所を関西大学文学部フラン
ス文学科合同研究室に置く。
2. 本会はフランス語・フランス文学に関する研究および発表と，こ
れに関連する事業を行なうことを目的とする。
3. 本会は次の事業を行なう。
1. 機関誌「仏語・仏文学」およびその他の出版物の刊行
2. 研究会・講演会の開催
3. その他本会の目的にかなう事業
4. 本会はその目的に賛同する次の会員をもって構成する。
1. 関西大学文学部フランス文学科専任教員
2. 関西大学大学院文学研究科フランス文学専攻学生，およびその
卒業生
3. 関西大学文学部フランス文学科学生，およびその卒業生
5. 本会の目的を達成するため会費を納入する。
6. 本会に次の役員を置く。その任期は1年とし，重任を妨げない。
1. 会長 1 名
2. 委員 若干名
a. 企画委員
b. 編集委員
c. 庶務・会計委員
会長と委員によって委員会を構成し本会の実務の運用に当り会長
はこれを統括する。
7. 会員は機関誌「仏語・仏文学」等の配布をうけ，その他本会の行
なう事業に参加することができる。
8. 本会の重要事項は総会の議決による。
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